




































































































































































































































る。企業と熟練労働者の間で上手く結ばれる雇用契約のマッチング数は n とし，n は求人企業
数 v と求職者（すなわち失業者）数 u との増加関数であると仮定する。
        n = M （u.v）  （1）
ただし，M（・） は規模に関して収穫一定の技術をもつ関数であるとする。例えば，失業者 u の
数が増えた場合，企業にとって求人の条件に合った人が現れる可能性があるため，両者のマッ
チングの成立数 n は増加する。同様に，求人している企業 v の増加は，労働者にとって就職先





        M （u,v）
        M （u,v）
            v
            v
          = m （θ）, for firms  （2）
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者の能力の度合いを qw，企業の能力の度合いを qm で表現し，両者の能力の大きさが財 xi の生
産に影響を及ぼすとするとき，財 xi の生産関数は以下のように表すことができる。







優モジュラであるとき，すべての q'w > qw と q'm > qm について以下の式が成立する。





ジュラ（submodular）であるとき，すべての q'w > qw と q'm > qm について以下の式が成立する。
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